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1 ．は じ め に

　金属 面 と、非金属面 の 反射特性 の 違い の

大 きな点は次の 2 つ に なる 。   正 反 射率の

大 き さが 、金属 面 の 方が 極 め て 大き い 。

45
°

正 反射率が 、AI で は 98％ 程度あ るが 、

ペ イ ン トで は 、 たか だか 5 ％程度 。   非金

属面 の表 面反 射光は、屈折率の 波長 依 存性

が 小 さい の で 、 殆 ど着色 して い ない が 、金

属面 は 、 表 面反射光が着色 し て い る
。

こ れ

らの 性質 の 1 つ 又 は 2 っ が金属 的で あ る と

き、金 属感 を与 え る とされ 、 これ を応 用 し

て 非金属面 で も、金 属感 を与 え る面 が 多 く

用 い られ てい る。金属 Al の 表 面 に、黄色

で透明な塗膜 を付 けた ビー
ル 缶 や 、 A工表 面

に酸化被膜 を付 け 、
こ れ を染料で 黄色 に着

色 したア ル マ イ ト面 は金色に 見 える 。

　 こ の 実験 で は 、金色に見 える非金 属 面 を

変角 分光測色 し、金属感 を与 え る反射 特性

を量 的に 示す こ とを 目標 とし た。

2 ．試料 と測定装置

　試 料 と して 、黄色 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル

ム の 裏面 に Al を蒸着 した 装飾用金 色 フ ィ

ル ム 3種 を用 い た 。

・金 色 シ
ー ト、ミラ

ー
仕上 げ　（3a）CSM 　r

・金色 シ ー トブライ ト仕上 げ（3b）CS−Br
・金色 シ

ー ト　 マ ッ ト仕上 げ（3c）CS−Mt

尚、比 較の た め次の 試料を用い た 。

・金属黄銅　研磨面　　（1a）Br −Pol

・金属 黄銅　酸 化面　　（lb）Br−St
・黄色 塗装面　光沢有 り（2）PaintY
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図 Ia　 Br と Paintの 全 ・拡散反射率
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図 1b　Cs の 全 ・拡散反射率
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測定装 置 は、次の 2 っ を用い た。

・CMS −35SP 　分光測色装置

・GCMS ・3B 　変角分光測色装置

　 （何れ も 、 村上色彩技術研究所製）

3 ．測定結果

3ユ　分光全反射率の 測定

　図 1a及び 1b は 、試料 を積分球式分光測

色装置 で 測定 した分光反射率係数 で 、 図中

SCI は正 反射光を含む全反 射率を、　SCE は

正反 射光を除い た拡散反射率 を示 す 。

　図 2a−c は、変角分光測色装置を用い
、

入射角一45 °

、 受光角 45
°

で 、試 料面 を測

定面に 対 し
、

0
°

か ら 10
°

まで 2
°

お きに

傾 けた ときの 分光反射率係数の 分布で ある 。
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図 2aBr の 正反射近傍 の反射率係数
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4 ．考察

1 ）図 1a に見 られ る よ うに 、 全反射率は

Br と paint で は あま り変わ らな い が 、 拡散

反射率で は大きく変化す る。即 ち、Br で は 、

反 射光 の 殆 どが 正 反 射 方 向に 集 中 し 、

Paint で は 、 反射光が あ らゆる方 向に分散

して い る こ とが判 る。

2 ）SCI と SCE の ときの Y 値 は、　 B 　r で

（66，0／ 3．7）、Paintで く59．5／ 59．8）で あ る 。

3 ）図 1b か ら、 金 色 シ ー トの 全反射率 と

拡散反 射 率の 傾 向は 、 Br と Paint の 中間に

ある 。

4 ）金 色 シ
ー

トの Y 値の 、SCI と SCE の

とき の比 は、夫 々 、（62．8／ 2．7）、（63．0／ 2．1）、

（60．3／ 2L5 ）で 、仕 上 げ の 状 態 に よ っ て 異

なる 。

5 ）図 2a−c か ら、変角 した ときの 反射率係

数 の 大 き さ は 、 正 反 射 に 近 い 領 域 で は

Paintと Br 及 び Cs で は 大 き く異なる こ と

が判 っ た 。
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図 2b　Paint の 正 反 射近傍 の 反射 率係数
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図 2cCs の 正 反 射近傍 の 反射率係数
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